
 

 

    MQ会計×カイゼンとは？？ 
 

～現場を変え、付加価値生産性・利益最大化を目指すために必要な考え方～ 

主催 九州ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ協会 

後援 公益財団法人九州生産性本部 

日 時  ２０２５年８月2６日（火）10：00～17：00

会 場  九州生産性本部 セミナー室 福岡市中央区渡辺通２－１－８２電気ビル共創館６階 

講 師  株式会社 元気経営 代  表  三 浦 聡 彦 氏

参加対象 製造部長・工場長（利益を増やす勘所を分かりやすく部下へ解説したい方） 

製造現場の管理者・監督者 

改善の新たな視点や切り口を見つけたい方 

参加費（お 1 人につき 税込） 九州ＩＥ協会会員企業    ２７，５００円 

九州生産性本部会員企業   ３１，９００円 

未 会 員 企 業         ４１，８００円 

申込方法等 
・本セミナーは、ＷＥＢでの申込受付となります。

・お申込み後、参加証・請求書を「申込確定メール」にてお送りいたします。

・参加費は開催前日までにお振込み下さい。キャンセル料につきましては、ホームページをご参照下さい。 

・同業の方のご参加、プログラムの転用は、ご遠慮ください。その他詳細につきましては、九州生産性本

部のホームページをご参照下さい。

検索 九州ＩＥ  MQ カイゼン 

【本セミナーのねらい】 

・利益を増やしたい ・カイゼンを利益につなげたい

・生産性を上げたい ・リードタイムを短くしたい

・在庫・仕掛品を減らしたい ・考えて行動する社員を育成したい

【【新新企企画画】】  生生産産性性向向上上・・現現場場改改善善のの勘勘所所をを掴掴むむたためめのの  

ＭＭＱＱ会会計計××カカイイゼゼンンセセミミナナーー

『MQ会計』は、付加価値（M）と数量（Q）に着目し、利益構造の「見
える化」により、現場の生産性やコスト意識を高める考え方です。 
従来の財務会計では捉えにくい部門別・製品別の貢献度が明確
になり、改善活動が利益につながるかを定量的に判断できる点で

優れており、現場主体の意思決定を促し、カイゼンの成果を最大化
できるのが特長です。 

本セミナーでは、九州ＩＥ年次大会で大好評であった三浦講師

が、MQ会計を改善に活用するためのポイントを分かりやすく、
演習を交えて解説します。 

利益を増やすポイントを分かりやすく伝えていますか？ 

九州ＩＥ年次大会にて 

分かりやすいと大好評！ 



 

 

前回(第１回)の参加者アンケートでは、「大変満足した」100％の評価をいただいた内容

です 
[アンケート内容：本セミナーの全体的な満足度は？ 大変満足した、満足した、あまり満足しなかった、満足しなかった] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合せ先） 九州インダストリアル・エンジニアリング協会  担当 安 松   [№352] 

                〒810-0004 福岡市中央区渡辺通２-１-８２ 電気ビル共創館６階 
                TEL 092-771-6481  FAX 092-771-6490  https://qpc.or.jp                  

 

 

 

 

 

１．利益を増やす「基本戦略」 

• 売価－原価=利益（架空利益） 

• 財務会計→管理会計→MQ 会計 

• 「利益が出る」とはどういうことか 

• 材料費 10％上昇時の利益影響 

• 売上 10％減少時の利益影響 

• 利益を増やす 2 つの基本戦略 

• 企業方程式 

• 損益分岐点は 4 種類ある 

• 利益感度分析：利益貢献の 4 要素 

• 売価が 1％下がったときの利益 

• 売価が 1％上がったときの利益 

• 付加価値増加のためにできること 

2. 利益を増やす「生産性向上」 

 利益につながる生産性 

 生産性を上げる要素 

 

 

 

 

 

3. 利益を増やす「リードタイム削減」 

 管理の時間軸レベルを上げる 

 カイゼンは最終工程から始める 

 加工時間＋停滞時間の考え方 

 日程管理から時間管理へ 

4. カイゼン効果を利益につなげる 

 カイゼンの基本は「5S」 

 つくりすぎのムダをなくす 

 外製か内製かの判断 

 在庫増加で利益が増える（全部原価） 

 稼働率と可動率 

 ラッカープランと労働分配率 

 売上目標の限界 

 経営計画は逆算 

 QCD から QDM へ 

 
 

 

講座内容 

会場のご案内 

【講師プロフィール】 
セル生産方式、一人屋台を編み出した山田日登志氏に師事

し、ＰＥＣ産業教育センター（現ＰＥＣ協会）に入所。ト

ヨタ生産方式を国内のみならず、アメリカ、オーストラリ

アなど海外にも実践導入してきた。 

2019年独立。九州大学経済学府産業マネジメント修了（MBA）。  

「人を元気に、現場を元気に、会社を元気に」をテーマに

現場のコンサルティングや研修指導にて幅広く活躍中。 

九州ＩＥ年次大会では、「原価の表現次第で改善すべきポイ

ントが見えることがわかった」「部下にも伝えやすいと感じ

た」「生産性は付加価値生産性（労働生産性）で見ることが

大切だと参考になった」「人数だけではなく、人時生産性を

見る必要性が分かった」等、沢山のコメントが寄せられた。 

【著書等】 

「月刊工場管理 思考力を高める「カイゼンドリル」連載中」、 

「カンタン！ムダとりポケットブック」（日刊工業新聞社） 

株式会社 元気経営  

代 表   三 浦 聡 彦 氏 

講師紹介 

本案内は会員企業のほか、一般の企業にもお送りしております。今

後、このような経営・教育等の講座案内が一切不要な場合は、下

記の担当者までご連絡ください。 




